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発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

１  

 

各

教

科

共

通

の

選

定

の

観

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 学習指導要領に沿った内容項目と なっており 、生徒の発達段階に合わせて学習を進

めること ができる。  

・ 技術の見方・ 考え方を「 技術のめがね」、「 最適化の窓」 と し て示し ている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 目標」「 始めの活動」「 学習課題」「 まと めの活動」 などが、 全見開きの同じ位置に

配置されており 、 学習の流れに沿ったレイアウト で授業が進めやすく なっている。 

・「 すごいぞ！技術」 と し て、 各学習内容に関連する技術者の想いや、 最新技術につ

いて紹介されており 、生徒の興味・ 関心を高めたり 、主体的な学びを促し たり する

工夫がさ れている。  

⑶ 分量 ・ 全体の分量は、 授業時数から見て適切である。  

・ 内容項目のＡ ， Ｃ ， Ｄ に関し ては 62～68 ページほどの分量であるが、 Ｂについて

はＤ より も 20 ページ少ない 48 ページと なっている。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 二次元コード のコンテンツが充実し ており 、技能や実験動画のリ ンク以外にも、思

考ツールやワークシート を活用できたり 、 電気回路やリ ンク機構などをコンテン

ツ上で操作できたり する。  

・ 内容項目Ａ の工具等の扱い方について、写真の枚数は多いが、１ ページに様々な工

具を紹介しているため、 写真のサイズが小さ く なっている。 (pp. 42～43)  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 生徒の学びを保障するため、 教育漢字以外の漢字には全てふり がなを付し てある。 

 

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ 巻頭に安全な環境、安全な行動、安全な作業における注意事項を記載しており 、安全への意識を高めなが

ら実習に取り 組むこと ができる。  

・ ガイダンスでは、「 技術の見方・ 考え方」 や「 技術の最適化」 について漫画で表現し、 親し みやすく 、 理

解し やすいよう に工夫されている。  

・ 内容項目Ａ の問題の発見と 課題の設定において、 問題発見の例や課題の設定までの手立ての例が豊富で、

様々な状況に応じ た思考を展開さ せること ができる。 (pp. 58～59)  

・ 内容項目Ａ の製作品の設計において、構想を具体化する観点が豊富に紹介されており 、技術の見方・ 考え

方について多角的な発想を促すこと ができる。 ( pp. 60～61)  

・ 内容項目Ｂでは、スマート 農業について取り 上げられており 、情報の技術と関連し て持続可能な社会につ

いて考えること ができる。  

・ 内容項目Ｂでは、アニマルウェ ルフェ アや農福連携など、持続可能な社会に向けてどのよう な取り 組みが

行われているのか、 詳しく 取り 上げられており 、 技術の進歩について考えることができる。  

・ 内容項目Ｃ の発電の仕組みと 特徴において、 各発電方法についてわかり やすく まと められている。 また、

エネルギーミ ッ クスについても取り 上げられ、 主体的・ 対話的な授業を展開できる内容になっている。

(pp. 142～143)  

・ 内容項目Ｃ の電気機器を安全に使用するための技術において、 ４ ページにわたって詳し く 様々な内容を

説明している。 ( pp. 150～153)  

・ 内容項目Ｄ の問題解決例と して、 アクティ ビティ 図と プログラム例が見開きで見やすく 記載さ れている。

（ pp. 222,  225,  232～237,  240,  250～255）  

・ 学習内容が社会のどのよう な場面で活躍するのか、 振り 返り を含めた学習項目が設定さ れている。  

・ 金属の特性において、鋼については詳細に明記さ れているが、他の金属材料については、アルミ ニウム合

金と 黄銅を取り 扱っている程度であり 、 内容が乏しい。 (pp. 34～35)  

・ 作物の栽培の題材例が少なく 、 動物の飼育や、 水産生物の栽培について取り 扱われていない。  

・ ページによっては字が小さ く 情報量が多いページがある。詳細まで説明していることは評価できるが、生

徒によっては内容の理解が難しいこと もあるため、 授業での使用に配慮が必要である。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

教 育 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 学習指導要領に沿った章構成と なっており 、技術分野の見方・ 考え方をはたらかせ

て問題解決の能力が身につく 構成になっている。  

・ １ 章は「 社会を支える技術」、 ２ 章は「 技術による問題の解決」、 ３ 章は「 社会の発

展と 技術」 と ３ つの要素を学習し やすいよう に段階的に配列さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 各内容項目の２ 章が問題解決に向けた内容となっている。２ 章の冒頭に「 実習の安

全な進め方」 が掲載さ れており 、 安全に対する指導が充実している。  

( pp. 34～35,  84～85,  136～137,  192～193)  

・ 他教科や、 小学校と のつながり について、 教科名しか記載さ れていない。  

⑶ 分量 

 

 

・ 全体の分量は、 授業時数から見て適切である。  

・ ガイダンスの量が少なく 、 技術分野の学習の進め方や、「 技術の見方・ 考え方」 に

関し ては、 説明が不十分である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

・ 問題解決の４ ステッ プを４ コマ漫画で紹介しており 、生徒が親しみをもって問題解

決の流れを学べるよう になっている。  

（ pp. 36～37,  86～87,  138～139,  196～197）  

・「 スキルアシスト 」 という 基礎技能に関する内容を別冊にまと めており 、 作業時に

容易に閲覧できるが、 ３ 年間管理すること を考えると、 紛失等のリ スクが増える。 

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 机上スペースの確保のため、 Ａ Ｂ 判縦長変形と なっている。  

・ 紙面全般において色使い（ 太字の青色等） と分野の色の組み合わせの関係が、読み

にく いよう に感じ る。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 内容項目Ａ の金属材料について、 金属の性質や材料の種類、 加工法などの記述が充実し ている。  

( pp. 24～25)  

・ 内容項目Ｂの作物の栽培実習、家畜の飼育実習、水産生物の育成実習の全てで安全な作業の進め方につい

て、 イラスト や写真を用いて丁寧に説明さ れている。 また、 実習前・ 実習中・ 実習後と、 視覚的にも見や

すいものとなっている。  

・ 内容項目Ｃ の導入において説明文は少量に抑えられ、エネルギー変換の技術の利用例が掲載さ れ、どのよ

う な技術があるかを詳しく 考えること ができる。 (pp. 114～115)  

・ 教科書の後半部分に「 統合的な問題解決」 の章が盛り 込まれている。 し かし 、目次では「 Ｅ  夢をかなえ

る技術」 と記載さ れており 、 内容項目Ａ ～Ｄ の表現と 混同する恐れがある。  

・ 内容項目Ｃ において、電流、 電圧、 抵抗と いった理科で学ぶ内容について記述がなく 、カリ キュラム編成

によってはこのことを技術分野で先に説明する際に理科と の連携ができない。  

・ 内容項目Ｄ において、 人工知能についてページが割かれており 、これからの技術において A I は重要なも

のになっていることを感じ取り やすい。  

・ ガイダンスの量が少なく 、 技術分野の学習の進め方や「 技術の見方・ 考え方」 に関しては、 説明が不十分

である。  

・ 内容項目Ｂでは、 動物の飼育と水産生物の飼育の内容が少ない。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

開 隆 堂 出 版 

 

 

 

１  

 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 現行の学習指導要領に則り 目標を達成できるよう 、学習内容を章立てており 、内容

に不足はない。  

・「 基礎・ 基本」「 問題解決」「 技術と私たちの未来」 と いう 構成となっており 、 技術

の見方・ 考え方をはたらかせながら問題を解決する流れの例が示さ れている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 学習の目標」「 学習課題」「 学習内容」「 CHECK」 と学習の順序が統一されており 、

授業や学習の流れがつかみやすく なっている。  

・ 学習の節目で問題解決のふり 返り シート が掲載されており 、技術の見方・ 考え方を

はたらかせながら、 自分の身の回り や製作について考えられる内容と なっている。

(pp. 74～75,  148～149,  202～203,  276～277)  

⑶ 分量 

 

・ 学習指導要領に記載されている内容項目をすべて網羅し、 分量も適切である。  

・ 各内容は、 学年、 時期、 時数にも配慮し、 無理なく 学習できるよう になっている。 

⑷ 使用上の便宜 

 

・ 二次元コード により 、教科書と連動し た活動コンテンツ、動画コンテンツ、資料コ

ンテンツを必要に応じ て閲覧すること ができる。  

・ 実習で特に重点的に取り 扱う 内容が資料や写真、図などによって視覚的に参考とな

るよう に配置さ れている。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 文の行末が単語の途中で改行されないよう に調整され、 読みやすく なっている。  

・ 重要語句は視認性をあげるために、 ゴシッ ク体太文字となっている。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ 作業の安全について、 各学習場面の注意が必要な事項を安全マークと ともに説明している。  

・「 見方・ 考え方」 マークを用いて、 身近な製品やサービスを例に、 技術の見方・ 考え方について考える場

面をもたせている。  

・ 教科書の最終部に「 技術分野の出口」 とし て、「 統合的な問題解決」 に関する総合実習例を掲載し ており 、

３ 年間の学びを振り 返ること ができる。  

・ 内容項目Ａ の課題の設定において、 問題を発見する際の身近な例が多く 示さ れており 、 図もわかり やす

い。 また、 課題を設定する流れが技術の見方・ 考え方を念頭に置いた記述と なっている。 ( pp. 52～53)  

・ 内容項目Ａ の設計において、 多角的な視点で問題を解決する際の考え方が示さ れている。 ( pp. 54～57)  

・ 内容項目Ｂの作物、動物、水産、森林のすべてにおいて、ICT を利用し た生物育成の技術について取り 上

げており 、 現代の農業の実態を情報の技術に関連して説明している。  

・ 内容項目Ｂの「 これからの生物育成の技術」 では、「 アクアポニッ クス」 や、「 海水によるみかん栽培」 な

どについて取り 上げられており 、生物育成の技術の中でも、作物の栽培と 水産生物の栽培が関連付けられ

ている。 そのため、 持続可能な農業について考えること ができる内容構成と なっている。  

・ 内容項目Ｃ の発電において、エネルギー資源や環境、再生可能エネルギーについての技術が丁寧に記述さ

れている。また、発電方法の種類と特徴について分かり やすく まと められている。エネルギーミ ッ クスや

1 日あたり の発電量の変動についても取り 扱っている。 (pp. 162～165)  

・ 内容項目Ｃ の電気機器の安全な利用において、分電盤について詳し く 取り 扱っており 、身の回り に使われ

ている技術について考えること ができる。 (p. 169)  

・ 内容項目Ｄ の問題解決例と してプログラム例が多く 記載さ れており 、 課題解決の方法を想起し やすい。  

・ 内容項目Ｄ では、情報機器を扱う 際の注意点やデジタル・ シティ ズンシッ プに関連する内容を取り 上げる

など、 情報セキュリ ティ 、 情報モラル、 知的財産など生活に関わる項目に多く のページが割かれている。 

・ 内容項目Ｃ の回路図において詳し く 説明さ れているが、 発展的な内容が含まれている。 (pp. 174～175)  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

 

 

 

１  

 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容が網羅されている。  

・ 学習指導要領に示す内容を取り 上げている。  

・ ガイダンスの内容は、三年間の学習内容や見方・ 考え方の視点を踏まえた課題

解決に向けた学習の進め方があり 、自立から共生に向けて自身の生活を見つめ

ながら主体的に考えられるよう になっている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ 関連する内容が技術・ 家庭科などにあること が発展マーク等で示さ れており 、

系統的・ 発展的な学習ができるよう になっている。  

・ (学校)小学校、他教科との関連をＤ マークで示し、デジタルコンテンツとして

関連画像や動画を見ながら確認することができる。  

・ 各題材で「 レッ ツ スタート 」「 考えてみよう 」「 調べてみよう 」「 やってみよ

う 」 などの課題解決のために主体的・ 対話的に取り 組む活動が充実し ており 、

生徒が活動を通して学習内容を理解できるよう になっている。  

・ 各編の扉ページでは、キーワード をもとに小学校家庭科の学習内容を振り 返っ

てから学習を進めるよう になっており 、最後にある「 学習のまとめ」 の「 ３ 生

活に生かそう 」では、生徒一人一人の興味関心や課題に沿って、個に応じた「 生

活の課題と実践」 につなげられるよう になっている。  

・（ 学校） 体験活動や実習などは、 安全・ 衛生への配慮が充実し ている。  

・ みそ汁 200ｍｌ のう ち、 だし汁（ 蒸発分） の分量が含まれているのか不明。  

⑶ 分量 

 

 

・ 全体の分量は、 授業時数から見て適切である。  

・ 各編(各領域)の内容は偏り がない。  

・ 全291 ページと軽量であるが、 見開き１ ページを題材名とする必要はない。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・ 見方・ 考え方がマークで示してあり 、学習の過程で理解を深めることができる。 

・（ 学校） 実物大の写真（ 食品の概量等） や実習例の料理（ 肉じ ゃが等） の写真

が鮮やかで見栄えがするため、 生徒の興味関心を高めている。  

・ (学校)インデッ クスがついていて目的のページが探し やすい。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ カラーユニバーサルデザインを採用し、 生徒の色覚特性に適応している。  

・ フォント がＵＤ 書体でないところもある。  

・ 説明文の字が小さく なり 文字数が多い。また写真や絵が小さく 印字も薄く 感じ

るため読みにく く 違和感がある。  

２  

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

・ 日本の伝統的な生活である和服の取り 扱いで地元の綿織物メ ーカーを取り あげており 、 生徒が生活

文化を継承する大切さに気付きやすい。 小倉織のブッ クカバーが掲載されており 、 地域性が高く 、

生徒の郷土愛の育成にもよい。  

・「 消費生活分野」 での商品購入のシミ ュレーショ ンは学んできたことを生かすことができ、課題解決

学習と して充実している。  

・（ 学校） 消費者ト ラブルとその対策では身近な消費者ト ラブルや悪質商法の例が取り 上げられ、その

対策やクーリ ング・ オフ制度、 消費生活センターへの相談についても詳し く 掲載さ れている。  

・（ 学校）「 衣食住の生活」 では「 煮る、 焼く 、 蒸す」 の調理方法は記載されているが、「 蒸し料理」 の

例とし て、 大きく 取り 上げられておらず、「 蒸し」 の分野の押さえが弱い。  

・ エシカル消費やコード 決済などの資料を載せたり 、 身近に起こり 得る事例を挙げたり して、 近年の

課題である社会の急激な変化に対応できるよう に内容が工夫されている。  

・ 科学的根拠と なる説明箇所が全体的に少ない。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



技術・ 家庭（ 家庭分野）〔 その２ 〕                               №53     

      

発行者名 

観 点 

 

教 育 図 書 

 

 

 

１  

 

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 教科の目標達成に結び付く 内容になっている。  

・ 内容の程度は生徒の発達段階に応じている。  

・ 学習指導要領に示す内容を取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 家族や家庭生活」 から学習がスタート しているところがよい。 生活基盤が家 

庭にあることを意識させてから、自分に技能を身に付ける必要があること を自

覚させ、 身に付けさ せていく ことがよい。  

・「 やってみよう 」「 学びを生かそう 」 があり 、生徒が主体的に学ぶことができる。

４ ステッ プで構成されており 、 問題解決学習を進めやすく し ている。  

・ 各題材の終末に、「 学びを生かそう 」「 学習したことをもとに、自分の課題に取

り 組んでみまし ょ う 」 が同じ 形式で設定され、 問題解決学習が充実している。 

・ 住生活に、 換気の内容を踏まえてあり 、 日常で実践し やすいと感じる。  

⑶ 分量 ・ 授業時数からみて、 分量は適切である。   

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・ 調理で使用する材料に６ つの基礎食品群のマークをつけており 、栄養や献立の

学習と つながるよう になっている。  

・ 家族・ 家庭生活では、家族→高齢者→保育の順番で記載さ れており 、自分自身、

家族の成長とつなげて考えることができる。  

・（ 学校） 家庭内事故の例は答えが書かれており 、 使いづらい。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ (学校)資料が多く 記載されており 、 視覚的に生徒を引きつける工夫がある。  

・ 本文の重要な文字が青色で文字の組み合わせとし て読みづらい。黒の太文字の

方が強調されやすい。  

・ フォント がゴシッ クでＵＤ 書体ではない。  

・（ 学校） 紙質はしっかり して扱いやすいが、 重い。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・「 家族・ 家庭生活」 で助けが必要な人と関わるときの注意点が取り 扱われており 、 生徒が実生活で実

践しやすい。  

・（ 市民） 最初に年中行事と私たちのく らしのつながり が写真や絵や文で書かれていて、学習の導入と

しては楽しく てよい。  

・「 衣食住」 では、 肉料理、 魚料理、 野菜料理それぞれに「 煮る、 焼く 、 蒸す」 の調理方法が掲載され

ており 、 実践しやすい。  

・ 調理実習の方法について、 肉料理、 魚料理、 野菜料理それぞれに「 煮る、 焼く 、 蒸す」 の流れで記

載されており 、「 蒸す」 調理では、蒸し器の使用と 併せてフライパンを使った簡易な蒸し料理も掲載

され、 生徒の実態に配慮されている。  

・ 防災( 食料備蓄・ ポリ 袋調理)についての記載がある。  

・「 消費生活・ 環境」 では、 多様化するキャッ シュレス決済の例や写真等が示してあり 、 生徒が理解し

やすい。消費者ト ラブルの解決への流れが生徒の関心を引き、実生活へ生かすための手立てとなる。 

・ 巻末の「 生活の課題と実践」 では、「 住生活」 と「 家庭や地域とのかかわり 」 など、 異なる領域を組

み合わせて問題解決を図る事例を掲載し、 地域社会との連携が図れるよう に配慮されている。  

・（ 学校）「 家族・ 家庭生活」 の幼児との触れ合いでは、 ３ パターンあるが、 内容が不十分である。 も

っと内容を細かく する必要がある。  

・「 消費生活・ 環境」 では計画的な金銭管理について掲載されているが、具体的な方法は示されていな

いので生徒の実践につながり にく い。  

・（ 学校） 写真や図が多く 資料集としては役に立つが、教科書としては要点がまとめにく く 授業のめあ

てが分かり づらい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



技術・ 家庭（ 家庭分野）〔 その３ 〕                               №54     

      

発行者名 

観 点 

 

開 隆 堂 出 版 

 

 

 

 

 

１  

 

各

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

・ 学習指導要領に示す内容を取り 上げている。  

・「 煮る、 焼く 、 蒸す」 など、 指導要領に忠実になっている。  

・ 教科の目標達成に結び付く 内容が網羅されている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・各領域の始めにある扉ページに、小学校で学んだ内容がキーワードとして示され

ており、中学校の学習と系統性を意識することができる。 
・（ 学校）「 マーク」「 イラスト 」 などを効果的に使い、 視覚的にも理解できるよ

う にし ている。  

・（ 学校） 科学的な根拠が視覚的に分かり やすい。  

・「 生活の課題と 実践の進め方」 では、 調査や実習など個に応じ た多様な取組み

方があることを紹介し、どのよう に取り 組めばよいか流れを示している。生徒

が学習した内容を確実に見つけられるよう に個に応じた配慮がされている。  

⑶ 分量 

 

・ 全体の分量は、 時数からみて適切である。  

・ 各領域の内容に偏り はない。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

・ 実習や献立に生かせるよう 、また、食品の概量をイメ ージしやすいよう に食品

を実物大で示し ている。  

・ 食生活の栄養素の学習では理科の要素を踏まえた資料の記載があり 、生徒が教

科横断で理解を深めることができる。  

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ カラーユニバーサルデザインを採用し、全ての生徒の色覚特性に適応できるよ

う にデザインさ れている。  

・ 文字が大きく 見やすく 、 重要な語句は太い黒字で強調されている。  

 

２  

 

教

科

ご

と

の

選 

定 

の 

観 

点 

 

・ (学校)幼児分野が最初に記載されているが、 ３ 年生で扱う ことが多いため、 最後の方が好ましい。  

・「 家族と家庭生活」 では幼児のふれ合いについて、５ パターンあり 、 各学校の状況に応じ た選択がで

きるよう になっている。 高齢者の身体的な特徴や高齢者との関わり 方が示してあり 、 生徒が実践し

やすい。  

・「 食生活」 では、肉料理、 魚料理、野菜料理の全てにおいて、「 煮る、 焼く 、蒸す」 の調理例が大きく

取り 上げられているので実践しやすい。  

・（ 学校） 食品衛生の内容で、 アニサキスなど近年の問題事例に触れていてよい。  

・ 全ての領域の終末にＳ ＤＧｓ が取り 上げられ、 持続可能な社会へつなげられる内容となっている。  

・ 加工食品と食料備蓄では、 ローリ ングスト ッ クや「 ポリ 袋を利用したカレーう どんの作り 方」 が取

り 上げられており 、 防災対策や被災し た際の実践例が載っているので参考にしやすい。  

・ 消費者の権利と責任について考える場面では、 自分事として実感し、 これからの経験に生きる視点

を養う ことができるよう に、 事例をフローチャート にして考えられるよう にしている。  

・ 住生活に、 換気の内容を踏まえてあり 、 日常で実践し やすいと感じる。  

・ (学校)実生活で活躍さ れている方のメ ッ セージが、 キャリ ア教育の一助になる内容となっている。  

・「 消費生活と環境」 では、収支と支出について取り 扱っているが、金銭の管理方法の例がなく 生徒が

主体的に考えにく い。  

・（ 市民） ヤングケアラーの問題やジェ ンダーという 言葉、女性差別撤廃条約について取り 上げられて

おり 、 家族関係について多面的にとらえる視点がよい。  

・ 多様な家族の参考例の取り 扱いがリ アルで、 生徒の家族状況等から取扱いに配慮を要する。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



保健体育〔 その１ 〕                                     №55     

      

発行者名 

観 点 

 

東 京 書 籍 

 

 

 

１  

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲は適切である。  

・ 学習指導要領に示す内容、 事項を不足なく 取り 上げている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 健康な生活と 疾病の予防」 は全学年において取り 扱われる。 学習指導要領の内容

に揃えて全学年共に最初にあると よい。  

・「 共に生きる」 の内容が災害だけでなく 、 二次災害的（ 心・ 避難・ 地域） な部分に

も触れられていて良い。  

・ ２ 年３ 章４  冒頭に人的要因、  環境要因についてのリ ード 文もしく は図示などに

よる導入がほし い。  

・ ２ 年３ 章７  応急手当の方法について、図説や写真はあるが、隣接するページにあ

ると 良い。  

・ 目次の単元の色の整理が見にく い。  

・ 学校現場にエピペンが必要な生徒が存在するためエピペンの使用方法について触

れてほし い。  

・「 章のまとめ」 になるよう な問題がなく 評価に取り 入れづらい。  

・ 資料が多く 、 本文の量が少ないよう に感じる。  

・（ 市民） 災害時の対応や、 日常のけが・ 事故などへの手立てについて整理さ れてお

り 、 分かり 易い。  

⑶ 分量 ・ 分量は、 適切である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ タイト ルが大きい。 レイアウト （ 資料の位置） が統一さ れていない。  

・ 二次元コード と し て動画やシミ ュレーショ ン、思考ツール、ワークシート と多様な

ラインナッ プと なっており 、必要に応じ て使用できる。特に、シミ ュレーショ ンで

は、 疑似体験ができ、 授業の内容理解をさ らに深めることができる。  

・ がん治療の主な治療法が記載さ れていること は、 実際に使える知識と し て良

い。  

・（ 学校） 二次元コード により GI GA端末を活用した指導ができる。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 全体的に暗い印象である。  

・ 紙面のユニバーサルデザインを意識し本文を左側、資料を右側に配置しているよう

であるが内容のまとまり がと らえにく く 見にく い。   

・ UDフォント を使用して可読性を高めており 、本文は明朝体の UDフォント 、 キーワ

ード はゴシッ ク体のUDフォント を使用し 、 区別し やすい。  

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ グラフ資料のデータが比較的新しい。  

・ 他教科との関連が示さ れており 、 横断的な学習が進めやすく なっている。  

・ 体育分野と保健分野の関連がマークで分かり やすく 明記されており 、 関連付けながら理解しやすく

なっている。  

・「 共に生きる」 の内容が災害だけでなく 、 二次災害的（ 心・ 避難・ 地域） な部分にも触れられていて良い。 

・ 協働的な学習を行う ことができるよう に、 話し 合いの場面が多く 設定さ れている。  

・ 各章末には何度でも確認できる章末問題の二次元コード が用意さ れており 、 個別最適な学びが可能にな

っている。  

・ SOGI Eの視点から性の多様性が掲載さ れていてよい。  

 

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  



保健体育〔 その２ 〕                                     №56     

      

発行者名 

観 点 

 

大 日 本 図 書 

 

 

 

１  

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

 

・ 発育急進期における運動の有用性について触れられておらず主体的な学びに結び

つきにく い。   

・ 学校現場にエピペンが必要な生徒が存在するため、エピペンの使用方法について触

れてほし い。  

・ 全ての章で、 自らの課題を発見し 、 主体的に取り 組むなかで、 資料から読み取る、

友達と話し合う など、対話を通し て思考を広げ、深めていく 活動等を通じ て、深い

学びが実現できるよう に配慮されている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・「 つかもう 」「 やってみよう ・ 話し 合ってみよう ・ 調べてみよう 」「 活用し て深めよ

う 」 がわかり やすく 配置してあり 、 問題解決的な学び方を意識すること ができる。 

・ がんの予防では、「 早期発見、 早期治療」 の文言が本文中にないが、 教えたいとこ

ろである。また、もう 少し 詳し い資料が欲し い。部位別の罹患者数や生存率などが

あるとイメ ージし やすい。  

・ 応急処置について多く 取り 上げていること、熱中症の応急処置についても取り 上げ

られていること がよい。  

・ グラフのデータが古い。    

・ 新型コロナウイルスは記事のみで説明が不十分である。  

・「 章のまと め」 になるよう な問題がなく 、 評価に採り 入れづらい。  

・ グラフの色使い(緑・ 赤)が、 色覚特性のある生徒への配慮に欠ける。  

⑶ 分量 ・ 災害に関する学習部分は、もう 少し 取り 扱う 範囲を深めたり 、広げたり することが

必要だと 感じ る。毎年の全国の被災状況から、喫緊の課題や避難に対する知識の習

得が必要と感じ ている。  

・ 使われている語句や文章表現が難しい。  

・ 資料が充実し ている分、 本文が少ない。  

⑷ 使用上の便宜 ・ 心肺蘇生法の折り 込みが見やすい。  

・ 野球バッ ト ・ ゴールポスト ・ 柔道・ 熱中症等、これまでに学校において発生した重

大事故を想起さ せるものだが、このイラスト だけでは、教員がそれらの事故をイメ

ージすること は困難であるため、 授業への反映は難し い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 左ページに本文、 右ページに資料と、 レイアウト がわかり やすい。  

・ 写真や資料等の色使いが、 馴染めない。 また、 コント ラスト がきつい感じ がする。 

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ 自然災害について、 分かり やすく 、 丁寧に説明してあり 、 実践に役立つ資料となっている。  

・ 応急処置についての豊富な記載や熱中症についての応急処置についても取り 上げられていることがよい。 

・「 まとめの問題」 にデジタルコンテンツがあり 、 対応するページにマークを示してある。  

・ がん教育については、 生活習慣と の関わり について、 もう 少し掘り 下げる必要がある。  

・ スポーツとの多様なかかわり 方については、 もう 少し 堀り 下げてもいい感じである。  

・ 性情報などへの対処では、 より 具体的な SNS上のト ラブルや危険度を明示し た方がよい。  

・（ 市民）「 心身の機能の発達と 心の健康」 の単元に、LGBTQ及び性に関する現代的課題【 男性(女性)らしさ・

性的マイノ リ ティ ー・ 制服】 について触れられていない。  

・（ 学校） 心肺蘇生法の手順が充実し ていて、 わかり やすい。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごとの選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  

 



保健体育〔 その３ 〕                                     №57     

      

発行者名 

観 点 

 

大 修 館 書 店 

 

 

 

１  

各 

教 

科 

共 

通 

の 

選 

定 

の 

観 

点 

⑴ 内容の範囲 

及び程度 

・ 内容の範囲は適切である。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

 

・ けがの防止と応急処置で、実習資料はあるが、生徒自身がけがをし た際のことにつ

いてあまり 触れられていない。 また、 身近なケガの処置についての記載が少ない。 

・ アレルギー（ 特にエピペンの使用方法） について特集とし て取り 上げられている。 

・「 章のまと め」 の問題では、 観点別で構成さ れており 、 評価に取り 入れやすいよう

に工夫さ れている。  

・ 単元によっては資料が多く 、 本文の量が少ないよう に感じ る。  

・ 自律神経の働きや、 LGBTQなど近年話題と なる資料の記載があって良い。  

・ 新型コロナウイルス感染症が感染症の一覧表に入っていてよい。  

・（ 市民）「 性についての固定的な考え方に気づこう 」 では、「 体や心の性」 や「 性的

マイノ リ ティ ー」 に加え、「 性の多様性」 を考慮し た制服を題材とし 、 効果的であ

る。  

・（ 学校） 胸骨圧迫や AEDの内容が、 写真や図を使用し分かり やすい。  

⑶ 分量 ・「 自然災害によるけがの防止」 における自然災害や、 生徒にと って身近な「 けがの

処置の取扱い」 について記載が少ない。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 配色が目に優しく 全体的に見やすい。  

・ コラムが充実しており 、 自主的・ 自発的な学習が促さ れるよう に配慮さ れている。 
・ 学習のまとめが、 それぞれの単元によって異なり 、 充実し ている。  
・ それぞれの単元で、 各項が、 内容のポイント を捉えており 、 分かり やすい。  

・ デジタ ル教材が 167 点と充実し ている。 なかでも Web ワークシート で意見の共有

による協働的な学びができたり 、 保体クイズで学習内容の確認ができたり するよ

う に工夫されている。  

・ 用語解説がまとめられていて分かり やすい。  

・ 文章と 資料の配置が混みあっており 見づらい。  

・ 内容によっては、 フォント が小さ く 文字数が多い。  

・ がん治療の主な治療法が記載されていることは、 実際に使える知識と して良い。  

⑸ 印刷・ 製本等 ・ 見出し に UDフォント が採用されている。  

・ カラーユニバーサルデザインが採用されていて、さまざまな色覚の特性に対応でき

るよう になっている。また、グラフ等では色別が難しい色同士が隣り 合わないよう

に工夫さ れている。  

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ 今日的な課題である、「 がんと その予防について」 の記述が充実し ていてよい。  

・ 様々な現代的課題に対応し た特集資料が豊富であり 、 子どもたちの心と 体を取り 巻く 健康課題について

対処しやすい。（ 性の多様性、 心の健康、 スマート フォンと 健康・ 安全、 性犯罪・ 性暴力等）  

・ １ 時間の学習時間の最後に保体クイズがあり 、 子どもの学びへのサポート と なり 、 深い学びにつながる。 

・ 章全体の学習の前に、対話的な導入活動が設けられており 、生徒が興味、関心をもって学習を進められる

よう になっている。  

・ 思春期の子どもたちが直面しそう な問題を取り 上げ、相談場所の紹介を詳し く 記載し 、知識の習得だけで

なく 実生活に生かせる内容になっている。  

・ 現代的な健康課題への対応とし て、スマート フォン関連を多く 取り 上げており 、心身のバランスがとれた

生活を送ること に繋がる内容である。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」 及び

「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること。  
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⑴ 内容の範囲 

及び程度 

 

 

・ 現代的な課題（ ウェ ルビーイング、多様性、多様な学び） について、キャリ ア教育、

ユニバーサルデザインなど様々な工夫が施されている。  

・ スト レスへの対処法については、多様化するスト レスに、幅広く 対処する提示

が工夫されている。  

⑵ 内容に関する 

配慮事項 

・ 基本構成が使いやすい。 ウォームアッ プ（ 課題の発見） →学習課題、 本文と資料、

エクササイズ（ 課題の解決） →学びを生かす（ 学びの活用） となっており 、 主体的

な学びの好循環が期待でき、 授業で使いやすい。  

・「 章のまとめ」 では観点別による自己評価と問題、 課題などで構成されている

ので利用しやすい。  

・ がん治療の主な治療法が記載さ れており 、 実際に使える知識として良い。  

・（ 市民）「 探究しよう よ」 が丁寧で豊富な内容になっている。 生徒の興味・ 関心

や習熟度、 学校や地域の実態に応じて活用することができる。  

⑶ 分量 ・ 分量は、 適切である。  

⑷ 使用上の便宜 

 

 

 

 

・ 章の扉で、 学びたいこと や学んだこと を自分流に表現できるスペースがあるので

個々の頑張り を評価に取り 入れやすい。 また、 学習の課題が【 わかる】【 考える】

の２ 本立てになっている所が、 知識をつけて深めると いう 学習の流れになってい

て使いやすい。  

・ 各時間の最後にある「 学びを生かす」 で、 知識をまと めたり 、 深めたり 、 活用

したり できるよう にしている。また、正確なイラスト や写真のほか、二次元コ

ード から参照できる動画コンテンツが充実しており 、多面的、具体的に学ぶこ

とができる。  

・ ウォームアッ プの発問が分かり やすく 、関心を引き出す例題が提示さ れており 、生

徒が内容を確実に身に付けること ができるよう 配慮されている。  

・（ 学校） まとめの問題があり 、 学習の深まり に有効である。   

⑸ 印刷・ 製本等 

 

 

・ 配色、 書体、 紙色、 表現などを精査し、 色覚特性への配慮がある。 書体は、 ユ

ニバーサルデザイン（ UD） フォント を使用し、 読みやすい。  

・ 文字などで強調される部分の太字や指示番号が明確でよい。  

・ 落ち着いた色合いで見やすく 、注目させたい内容がしっかり と目に留まる色遣

いになっている。  

２  

教

科

ご

と

の

選

定

の

観

点 

・ これからの社会につながるキーワード が多く 盛り 込まれている。 学習内容と適切に関連させて、 ウ

ェ ルビーイングにつながる今日的な話題や健康課題について考えられ、 現代的な課題に対応する力

が身に付く ことが期待できる。  

・ 心の発達では、 コミ ュニケーショ ン（ 気持ちの伝え方） の実習が充実している。 また、 動画コンテ

ンツを用いてリ ラクセーショ ンの実習ができるよう になっており 、「 心と 体の SOS」 と して、 いじめ

などへの対応についても学習できる。  

・ 喫煙・ 飲酒・ 薬物乱用は、 中学生の身近に迫る課題と 捉え、 デジタルコンテンツのシミ ュレーショ

ン教材を用いて、 実習ができるよう になっている。 また、 行動嗜癖も探究的に取り 上げている。  

・ 性の多様性は、 包括的性教育の視点を踏まえて、 文部科学省『 生命（ いのち） の安全教育』 と 関連

づけて学習できるよう になっている。「 性の多様性」 を探究的に扱い、イメ ージを固定化せず正しく

理解できるよう に、 イラスト や写真を用いずに構成している。  

・ 各章末に「 探究しよう よ」 が配置され、 学習内容を踏まえた問いかけにより 、 更に学びが深化・ 発

展できるよう になっている。  

※ 「 令和７ 年度使用義務教育諸学校教科用図書採択基準及び選定資料」 の「 ２  教科共通の選定の観点」

及び「 ３  教科ごと の選定の観点」 を基に、 特徴を記入すること 。  


